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    活動紹介    NPO 法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 君津市スクールミュージアム事業 周南の丘の宝を探そう （南総部会） 

開催日時 20２１年１１月１２日（金）１０時 ～ １２時 

開催場所 君津市 周南小学校 周南の丘・校庭 参加者 ３年生６７名 教員４名 

活動概要 

君津市スクールミュージアム事業３校目。周南小３年生「周南の丘の宝を探そう」 

この小学校は、自然に恵まれ、大きな森の片隅に位置している。 

前半は自然観察。シンボルツリーのモミジバスズカケノキの話から始まり、その後、４班に分かれ、予め用

意してあった「森のビンゴ」と「ドングリずかん」の説明をし、森や校内の五感を使った観察を始めた。 

校庭と森の雰囲気の違いや鳥の声を聞いた。 

ヒノキとスギの葉と実を触ったり、字書き虫やひっつき虫を虫メガネで観察した。また、クスノキの大木が、

くねくね曲がった原因を皆で想像した。そして、スダジイの大木を見上げ、葉が風に揺れるのを見て、皆が歓

声をあげた。 

ドングリの発芽を見つけ、芽と根の観察をした。また、虫メガネを使って、皆で小さいキノコを探し回った。 

観察会の最後にひっつき虫を取っていたので、マジックテープ（面テープ）を例にとり、自然の中に生活に活

かせるヒントがあることを話した。 

後半は体育館で、タラヨウの葉に字を書いた。そしてイチョウやマテバシイの葉を使い、葉っぱ遊びをし

た。個性的な作品が出来上がった。 

元気な児童たちは、ちょっとアドバイスをすると、後は、自分たちで次々と発見し、楽しんでいた。 

とても充実した半日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンボリツリー        ひっつき虫の観察       スダジイの大木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校庭の樹木       タラヨウの葉に字を書く     ビーチサンダル 

 

ＦＩＣ講師 神子秀男 和波牧子 羽根敏子 福村英俊 石松成子 

 


